
ハ イデ ッガ ー に於 け る真 性 の 問 題(続)

竹 内 亨

三 超 越 論 的 自由か ら放 下 へ

先 に真 性 の 問題 にと って 最 も肝要 で あ る と され た 「人 間存 在 自身の 或 る一 つ の変 転(Verwand

lung)」(R・XX1)と は、 その 根 本 的動 向 に着 眼 して言 え ば、 超 越 論 的 意志 を 根 とす る 自 由 と し
ロ ロ リ コ

て の 現有 か ら放 下(Gelassenheit)と して の現 一有(Da-Sein)へ の翻 転 的 回帰(umkehrende

ZurUckkehr)で あ る と言 え よ う。 そ れは、 ハ イ デ ッガ ー にあ っては ど こまで も人 間 の本質 と され

る思惟 が ま さに その 思惟 の本 質 に於 い て、 超 越論 的 一地 平 形 成 的表 象 作用 とい う有 り方 を 脱 しそ

うい う有 り方 か ら解 き放 され(losgelassen)翻 転 的 に放 下 とい う思惟 本 来 の 自性(Eigenes)を

発起 せ しめ られ(vereignet)そ の 自性 を露 呈現 成 して くる とい う こ とで あ る。 有 の真性 が思 惟

の 本質 へ と現 成 す る(WesenderWahrhe豆tdesSeins)そ の時(Ereignis)、 思 惟 は真 性 の

現 成境 域(wesendeBereich)(WW83)へ と翻 転 的 に放 ち入 れ られ(eingelassen)自 己本 来

の在 処 に回帰 落 着 す る(ruhen)と い う仕 方 で 放下 と して の 自己の 自性 を現 じ来 る とい う ことで

あ る。 「… その 時 …」 は 「同 じものが 思惟 に して有 で あ る」(vgiID14)と 言 わ れ る 「同 じも
　

の(dasSelbe,τ δ αbτ6)」相 属(zusa㎜engehδren)の 露 現 の 「時」 で あ り、 そ うい う事態 の

動性 は 『放下 の 処在 究 明(Erδrterung)に 向 って』 の対 話 では 「一 切を 出会 わ しめ る事 に於 い て

一 切 を相 互 に集摂 す る(zueinanderversa㎜eln)と と もに一 切 を そ れ 自身 に 回帰せ しめ 同 じも

の(dasSelbe)の 内に 自性 的 固有 的 に 落着(eigeneBeruhen)せ しめ る」(G:L66)と い う

会 域(Gegnet)の 根本 趨性(Grundzug)の 内 に顕 わ れ て きて い る。

『放下 の処 在 究 明 に向 って 』 と い う対 話 は 「私 は何 処 に居 り、私 は誰 で あるか(woichbin

undwerichbin)」(G:L35)を 問端 と しつ つ、 放下 の 内へ 到 達 す る機縁 と して 選ば れ た対 話

(Gesprach)の 内で 且つ 対 話 に留 ま りなが ら、 この変 転せ られ た 思惟 の本 質 と して の放 下 を、

そ の処 在(Ort)即 ち会 域 へ と向 けて究 明せ ん と して い る。 そ の処在 の 心(Herz)は 「其 処 か ら

我 々が呼 ばれ て い る処」(GL71)従 って 「其処 に於 いて 思惟 の 本質 が 始 ま る」(GL61)処 で

あ り、 対話 を 「無 音 の 進行(lautloseGang)」(GL44)と して 成立 せ しめつ つ 根底 か らその行

先 を導 い て い る処 であ り、 それ 自身 静寂(Stille)の 場 処 で あ る。対 話 が 其処 か ら成 立 し其 処へ

と帰 趨 し鎮 ま る(ruhen)と ころの 其処 は最 早対 話 とい う仕 方 で は思 索 し入 り言 ず る こ とは 出来

ず、 む しろ其 処 自身 が 「言 葉 の 密 旨(GeheimnisderSprache)」(vglUS241)と して独 語 す

る(monolog量sieren)こ と に於 いて 初 めて 対話 を対話 と して 成立 せ しめ る様 な処 で あ る。 其 処 は

又 同時 に 「外 に向 って極 めて 広 く、 究 極 の外 の 内 に まで(insAuBerste)届 い て い る人 間 の 内

奥(Innerste)」(WD157)即 ち心底(Herzensgrund)で あ る。従 って 対 話を 成立 せ しめて い る

以上 の事 態 か ら考 え られ るな らば、 この対 話 的究 明は、 「言葉 の密 旨」 の独 語(Monolog)に 聴

き入 る こ とに於 い て変転 せ しめ られ た思 惟 の 独 白的 自覚 的究 明 と言 え よ う。 実 際、 自 己の 内奥、
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自己の心底へとどこまでも歩んで行 く自覚的場処究明を通 じて且つそこから初めて、 『真性の本

質について』に於ける様に人間の本質としての自由に関して 「自由はその自己の本質を唯一本質

的な真性のより根源的な本質現成(Wesen)か ら受け取る」(WW83)と いう事が言明され得た
ロ 　 ロ 　 ロ コ 　

の で あ る。 こ こに言 わ れ る 自 由は、 「有 るもの」 を その ま まに 有 る よ うに す る こと(Seinlassen)

と して、其 処 に於 い て初 めて 「有 る もの」 が 「有 る もの」 と して顕 わ とな り得 る(offenbar,

Offenheit)処 の 「開 け(Offenes)」 、そ うい う・「Offenes」 の 内へ 既 に 自 己を関 わ り入 れ 放 ち

入 れて(einlassen)い る有 り方 を意 味 して い る。 即 ち 「開 けた処 の 顕 わ な もの に対 して開 けて

有 る(FreiheitflirdasOffenbareeinesOffenen)」(WW83)と い う有 り方 で あ るが、 し

か しそ うい う有 り方 が 可能 で あ る の も、 専 ら独立 自働 的 に開 け と して 現 成す る真 性 が人 間 に まで

届 く(reichen)限 り に於 い て で あ る。 即 ち 自由 は 自 己の本質 を 「… 真性 の よ り根 源 的 な仕 方 で

現 成 す る本 質 」 か ら受 け取 るの で あ り、 その 事 と一 つ に於 い て 「真 性 の 根源 的 に現 成 す る境 域

(Bereich)」(WW83)の 内へ と脱 置(versetzen)さ れ るので あ る。 その境 域 は、 ハ イデ ッ

ガ ー に と って 予 感 され て はい る が しか し 「未 だ経 験 され ざ る境 域 」(WW90)を 根 と して其処 か

ら 「世 開 す:る世 界」 で あ り、溺(と い う図示 に於 いて 〉 くの 中心 に向 って 会 域(Gegnet)と も称

され る方界(〉<,,Geviert)で あ り、 要 す る に 「有 の開 け(OffenesdesSeins)」 「有 の現

(DadesSeins)」 で あ る。 か くしてDaの 内へ の 自覚 的場 処 究 明 の徹底 を通 じて、 現 有(Da

sein)は 「開 け」 の方 か ら 「有 の現(Da-Sein,OffenesdesSeins)」 と して翻 え され て経

験 され る こと とな るの であ る。 それ は即 ち 「有 の場 処 の開 けた処 の 内 に ど こまで も内 に 自覚 的 に

脱 自的 に 立 ち続 け る こ と(DasekstatischeInnestehenimOffenenderOrtschaftdes

Seins)が 、 有へ の 関 わ りと して …思惟 の本質 で あ る」(N皿358)即 ち人 間 の本質 で あ る とい

う経験 で あ る。 自 由 とい うこと に 向 けて もう少 し立 ち入 りた い。

一体
、 前 期に於 い て言 わ れ た 「自由」 とは ど うい う事 で あ ったの か。 既 に前 期 に於 い て もそ れ

は 「… に 向か って開 かれ て有 る(Freiseinftir…)」(SuZ188)と い う現 有 の 根 本体 制 を 言 っ
ロ リ ロ コ 　 　 　 の ロ 　 　 　 　 の コ

ている。先述した開示性、即ちそれ自身に於ける脱自的な有り方、即ち 「彼自身に於いて世界の

一内に一有ることとして開かれている」(SuZ133)と いう有 り方を意味している
。そういう意

味での自由は、自身脱自的地平形成的であり、世界形成的=世 界企投的として世界への超越 とも

呼ばれている。(VglWG59)し かしここに、前期(r有 と時』の時期)に 於ける 「自由」が、

『真性の本質について』で言われる自由、即ち第一次的に 「開け」へと放ち入れられ関わり入れ

しめられていることからその本質を観取されるところの 「自由」、更にそういう自由の徹底 とし

ての 「放下」とは決定的に相違 している点が見出される。世界企投一超越 としての自由は根本的

に意志を核とする超越論的一地平形成的自由であり、そういう自由は、端的に一切の意志の外に

於いて而もそれを内に包むという仕方でいわば内外を絶して開かれる 「開け」の内へと放ち入れ

られたる(eingelassen)放 下とは決定的に相違するのである。 「放下は意志の境域の内には属
ロ 　

して い な い」(G:L33)の で あ る。 しか し何 故 、 世 界企 投i超 越 と しての 自由が 意志 を 根本 に し

てい る と言 え るか。 それ は世 界 企 投 が その 内奥 に於 いて 「現 有 の た あ とい うこ と(Uinwillen
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einesDaseins)の その都 度 の全 体 性 」(WG54)の 企 投 で あ るか らで あ る。 「U㎜illen」

を 「自 己を超 え て 且つ 自 己の前 に企 投 す る」(WG59)こ とは、 超 越 を形 成す る超 越論 的 意 志、

即 ち 我 々の生 を 無 限衝 動 的 に 引き起 こ して い る根 に於 い て起 こるか らで あ る。 「Umwillen」 の

企 投 と い うこ とは別 の言葉 で 言 え ば 「自己 自身 の一 定 の諸 可 能性 に対 して開 か れ て有 るこ と
ロ ロ

(:Freisein-fUr)」(VglGP391,418)で あ る 。 そ こか ら、 即 ち 「現 有 は 本 質 的 に 彼 自 身 の
の コ

意志 一 のた め に(um-willenseinerselbst)実 存 す る」(GP420)と い う ことか ら世 界 が

世 開 す る故 に、 或 る箇 所 で は 「世界 は実存 す る(Weltexistiert)」(GP420)と まで言 わ れ

て い る。 世 界 は 「世 界 一内 一有 」 と しての現 有 に どこ まで も即 した どこ まで も現有 的な 現 象 と し

て見 られ て い るので あ る。 それ は、 この時;期に於 い て超越 の 根 源 的動 性 、即 ち現 有 の時性(Zeft

lichkeit)が 、 それ 自身 に於 いて 「根源 的 に 自 己企投(Selbstentwurf)」(GP436)と して見

られ、 そ こ に世 界 成 立 の も とが見 出 され た事 を意 味 す る。 そ れ故 、 自己企 投 一超越 論 的 意志 を 根

本 とす る超 越 と して の 自 由 に開か れ る世 界 の可 能 性 の制 約 は、 脱 自的一 地 平 的時性 が開 く 「脱 自

的 時性 の地 平 的統 一 」 と言 わ れ る。(VglSnZ365ff)地 平 とは、 そ こへ と脱 自 一超 越 す る こ

と註 ① と_つ に、 意 志 が開 くと ころの一 種 の 「視 圏(Gesichtskreis)」(G:L36)「 企 投境 域」で

あ り、 有 る も の(Gegenstand)が その見 相(Aussehen)を 現 ず る場 と して確 か に一種 の開 け

(Offenes)で は あ るが、 しか しそれ は、 後 期 に言 わ れ て くる と ころ の いわ ば 我 々の意 志 を絶 し

た背 面 か ら我 々を 「開 け」 の 内へ と放 ち入 れ る とい う仕 方 で 而 も我 々に は ど こま で も非 依 存 的 に

現 成す る 「開 け」 の、 単 に 我 々の表 象 作用(Vor-stellen)に 向 け られた 「側面(Seite)」

(GL37)に す ぎな い。 「放下 す るこ と」 に開 か れ る 「開 け」 は、 表 象 作用 が立 て る 「内」 とか

「外 」 とか を 断 固 と して 絶 す る現 成境 域 で あ る故、 それ を表 象 し前に 立 て る とい う仕 方 で は絶対

に 経験 され る事 はで きず 、 た だ 「開 けの 内 へ と入 って行 くこ と(insOffenegehen)」(GL44)

而も 自己 の心底 へ と退歩 す る ことに於 いて の み 自 ら知 り自 ら到 達 す る他 は な いそ うい う境 域 で あ

る。従 って 、 超越 論 的 自由 に 意志 が根 とな りつ つ意志 が 開 く境 域 は、 「現実 性(Wirklichkeit)」

とい う境 域 と して即 ち意 志 か ら意 志へ と意 志が 働 く(wirken)境 域 と して遂 には 「意 志へ の意

志 」 を そ の極 端 とす る境 域 で あ り、 意志 の脱 落 す る とこ ろ(放 下)に 忽 然 と開 か れ る 「開 け」 で
　 ロ 　 コ

は絶対ないのである。しかし超越としての自由のいわばノエマ的側面に於いて開かれる地平的世
　

界か ら今翻転的に一歩退いて自覚するならば、 「開かれて有ること」としての自由それ自身が其
　 　 　 　ロ

処から世界企投としていわばノエシス的に開かれ生起 しているところのそのもと、其処こそが深

い熟慮を呼び起 こして止まない間処とならねばならないであろう。実際、自己の足下に呼び止め

られるというこういう事態は既に前期に於いても不安という情態性の内に起こっているのである。
　 　

其 処 に対 しては た だ暗 示 的 にAb-gr皿d一 脱 一基 底 一深 淵(WG69)或 は 「世 界 の 無」(SuZ

343)と 言 われ て い る。 自由 はそ うい う無 に差 しか け られつ つ そ れ 自身脱 一 基底 的に開 か れて あ

る。 その 脱一 基 底 的 に無へ と開 か れて 有 る とい う 自由の ノ エ シス 的側 面 の徹 底 をr有 と時 』 の言
　 の ロ 　

葉で性格づけるなら 「死への自由」ということであろう。其処から開かれ其処へと開いている自
　 コ

由の、 その 其処 へ の徹 底 が前 期 には 「死 へ の先駆 的決 開性(:Entschlossenheit)」 と言 わ れ又後
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に更 に 「放 下 」 と して現 成 して くる事 態 で あ ろ う。 其処 と言 われ る処 こ そ、 其 処 か ら真 性 の覆 蔵

さ れた る本質 が覆 蔵 され た仕 方 で現 成 す る(dasverborgenWesendederWahrheit)境 域
　 ロ

(VglGL59)で あ り、 放 下 とは 其処 へ の 関わ り(Bezug)か ら経 験 され た人 間本 来 の在 処 に立

ち返 って行 く有 り方 に他 な らない。

と ころで放 下 が 放下 と して其 処 に於 いて性 起 せ しめ られ 自己本来 の 自性 に会せ しめ られ る と こ

ろ の 会域 、 即 ち 「真 性 の現 成境 域 」は一 体 どの様 な趨性(Zug)に 於 い て且 つ どの 様 な筋 道(Zug)

と して 開か れ て くるの か。 「開 きつ つ覆 蔵 す る(1ichtendesBergen)」(WW96)と い う根本

趨 性 に於 い て で あ り且 つ そ うい う筋 道 と して で あ る。 「有 る もの」 との関 わ りか ら見 るな らば、

本 来 一 切 の限 定 を絶 す る もの が、 「有 り と有 る もの 」 を限 定 す る その 限定 の 仕方(Wie)に して

場 処(Ort)、 本 来 一 切 の形 を絶 した ものが 「有 りと有 るもの」 を 有形 にす る(erscheinen

lassen)そ の仕方 に して場 処 で あ る。 「有 ると い う こと」 そ れ 自身 の 自性(Eigenes)へ と 向 っ

て言 うな らば 「有 それ 自身が 自身を 示 し且つ 覆蔵 し、現 授 し且つ 脱 去 す る(s五chbekundetund

verbirgt,gewahrtundentzieht)」(WM14)と い う趨 性 で あ る。 そ うい う趨性 は それ 自身

に於 い て は端 的 に 「真 性」 と言 わ れ、 「真 性 」 は 「開 け(:Lichtung)と 覆 蔵(Verbergung)と の

原 闘争(Urstreit)」(HW44)と も言 わ れ る。 それ 故 に こそ、 「自身 に於 い て闘 争 的 な事 柄

(dasinsichStrittige)」 と して思 索 に 関わ って くるの で あ り思 索 の事 とす る事柄(die

Sache)と な る ので あ る。 そ うい う 「真性 」 は しか し初 め には 有 の趨性 と して 未 だ 尚 「有 る とい

うこ と」 か らそ の 自性 へ と向 って 「有 の真 性 へ の 問 い」 とい う体裁 の も とに問 われ たの で あ るが、

そ の問 いが 最 も徹底 された と ころで は 「有 の真 性 」 とは最早 言 わ れず 端 的 に 「真 性 」 或 は 「入厨

θε`α」 或 は更 に場処 へ と深化 徹 底 され て 「:Lichtung」 と言 わ れ る様 にな る。 「有 は…覆 蔵 せ

られ た 有 り方 に於 い て真 性 の一 つ の固 有態(eineEigenschaftderWahrheit)」(HW322)

で あ り、真 性 とい う 「自己露 開(sichentbergen)の 固有 態 の 内 に属 してい る」(SG121)こ

とが洞 察 されて くるか らで あ る。 真 性 の 固有 態 の 内 に於 いて 「有 は それ 自身 の 固有 本質 を それ 自

身 の所 有 と して 守 有 す る(wahren)」(SG121)こ とが 洞察 され て くるの で ある。 こ こには

Wahrheitそ れ 自身、 即 ち 自己露 開 に して 自己覆蔵 とい う根本 趨性(そ の 内奥 はEreignisに し

てEnteignis)そ れ 自身 か ら有 の 本質 を 思索 せ ん とす る最後 期 ハ イデ ッガ ーへ の道 が あ る。 そ こ

で は 終 に、 有 それ 自身を その 自性 に 向 って性 起 と して観入(Einblick)す る極 に於 いて、 思 索 の

事 とす る事 柄 と して は 「有 は性 起 の 内 に消 失 す る」(ZS22)と 言わ れ 、 有 が 自身 の 自性 を 現起

す る在処(Ortschaft)は 開 け(Lichtung)と され る。

〔註 〕

註①:後 に 「超 越」 は 「有 る もの」 と しての 自己 と対象 を 「追 越 す こ と(Uberholen)」 と して 又 「地 平 」

は その対 象 の見 相 を可 能 に しつつ 、見 相 を 「凌 駕す るこ と(Ubertreffen)」 と して 規定 され るが

(VglGL36)そ こに はUberと い う前 つ づ りか らも窺 われ る様 に 「有 る もの」 と 「有 る もの」 と し
ロ コ ロ

ての自己を超えて企投するとい う本質的に意志的な事 態との関連の もとで 「超越」と 「地平」が考え

直されている。 しか しそ ういう超越論的地平 を本質的契機 とする表象作用には、地平を地平た らしめ
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て い る 「Offenes」 は到底 経験 され 得 ない。

四EreignisとLichtung

ハ イデ ッガ ーの 思索 の 道 の究 極に 位 置 す る講 演 『時 と有 』(1962年)及 び講 演 『哲 学 の終 末 と

思 索 の課 題』(1964年)が 達 した立 場 か ら、Ereignis(性 起)及 び:Lichtung(開 け)と い う最 後

期 ハ イデ ッガ ーの 根本 語 を め ぐる諸 問 題を 考 究 したい。 以 下 考究 の 進行 が 錯 綜 す ると思 わ れ るの

で 分節 した形 で叙述 す る。

1-Ereignis,Lichtungと い う事 柄 へ 向 か う究 明 に際 す る思 索 の性 格 一

「有 それ 自身 を性起(Ereignis)と して眼 差 しの 内へ(indenBlick)も た らす 」(ZS22)

とい う試 みは、 既 に転 回(Kehre)の 性 起 を思 索 し始 め て以 来(1930年 代 後 半以 後 と思 わ れ る。

未 公 刊 の 「Beitr苔gezurPhilosophie」(1936-38)に はEreignisと い う副題 が付 せ られ て

い る。)、ハ イデ ッガ ーの中 心 的課 題 と な って くるの で あ るが、 そ の試 み は、 簡約 された 体裁 で

「有 る もの な しに有 を思索 す る」(ZS2)試 みで あ る と言 われ てい る如 く、 有 るも のか ら有 を 根

拠 づ け る顧 慮 の 内 で有 論 一神 論 的('onto-theologisch)1こ 即 ちmetaphysischに 有 を概 念 把 握
　 ロ ロ

していくという行き方を絶する試みである。こういう試みに際 して事柄に即する唯一の行き方は、
ロ の

既 に 「有 の 問」 が 開始 され た当処 に洞 察 され そ の発 端 とな った事 実、 即 ち有 とい う謎 によ って

「背後 か ら前か ら予 あ関 わ られ 引 き入 れ られ て あ る(RUckoderVorbezogenheit)」(SuZ8)

とい う仕 方 で有 の 襲来(Angang)有 との 関わ り(Bezug)の 内 に既 に有 る とい う現 有(Dasein)
　 　

の事 実 に ど こまで も立 ち続 け、 自身 自ら 自己 成立 の も とへ とい わ ば 自身 の 背後 へ と退歩 しつっ そ

の 関わ りの 成立 す る現場(Da)に 立 ち戻 って行 くとい う行 き方 で あ る。 先 述 した 「放 下」 とい う

道で あ る。 確 か に人 間 は 「い わ ば背後 か ら彼 を超 え て(gleichsamhinterrilcksUberi㎞

weg)」(Wegnarken,Vorbemerkung)彼 を思 索 の 事柄 へ と突 き動 か し索 きつ け るもの、 い わ ば

彼 の本 質 を 限定 して くる もの それ 自身 につ い て は 自覚 す るに極 め て 困難 で は あ るが、 そ れ故 に こ

そ、 自身 を 動か す もの は一 体何 で ある か とい う問 に ひ とた び撞着 す るや 否や 、 有 との 関 わ りが 成

立 す る場 処、 即 ち 自己本来 の在 処へ の 問 いが 愈 々深 刻 に切 迫 した もの とな る。 自己 の在 処 に迷 う

とい う こ うい う事 態 を 『有 と時』 の時 期 に は有 の 問い に於 ける 「解釈 学 的 循環(hermeneutische

Zirke1)」 とい う名 の も とに暗 示 して い た が、 既 に そ う した事 態 の内へ の究 明的 徹底 を 「根源 的

かつ全 的 に この 円環(Kreis)の 内へ と飛 び込 む こと(Springen)」(SuZ315)と して い る。

後 に、 有 と思惟 を いわ ば渦 動 的 円環的 に相属 せ しめ る この 円環 とい う事 態 へ の躍 入 は 「性起 の 内

へ の回 帰転 入(EinkehrindasEreignis)」 と言 わ れ るの で あ るが、 要 す るに そ うい う行 き

方 は、 自 己成立 の も と に関わ る事 柄 の 自性(Eigenes)を その 自性 が 現 ず る場処(Ort)に まで

自 ら 自覚 的 に(eigens)究 明す る(er6rtem)と い う行 き方 で あ り、 関 わ りの 現場 に 回帰 到 達 す

る こと に於 いて 初 めて 関 わ りへ の 目撃 が遂 行 され る とい う行 き方 で あ る。 これが、 ハ イデ ッガ ー

によ って晩 年 に至 るま で保 持 され た 「ZurSacheselbst」 とい う現 象学 の 根本 態度 で あ り、 現

象 学 的 に見 る ことを保 持 しつ つSacheの 真 相 が現 じて くる境域 へ と歩 み帰 って 行 くこ とが、 ハ イ
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デ ッガ ー独 自の意 味 での 「経 験(Erfahren)」 とい うこ とで あ る。 或 る箇 所で 「手 を差 し延 べ 一

獲 得 す る、 到達(auslangend-erlangendeGelangen)」(HW170)と して説 明 され る 「経 験 」

で あ る。 これを 解釈 を入 れて 考 え てみ れ ば、 思索 を 呼 びつ け る(heiQen)事 柄 へ と、 思 索 自 ら先

視 的 に(vorsichtig)先 駆 して行 くこ と(fahren,auslangen)と 一 つ に、 行 くこと に向 け て そ

の 事柄 が 自身 の 自性 を現 成露 開 し来 た り、 そ うい う仕方 で 思索 はそ の事 柄 を 自得 し(erlangen)

その事 柄 の 内 に至u達す る(gelangen)と い う ことで あ ろ う。 そ の場合 、 それ に ど こまで も沿 って

(entlang)思 索 が行 くとこ ろの 道(Weg)、 それ に 沿 って事 柄 が 思索 を 動か して い く道、 そ う

い う道 を 授 け開 く(be-wegen)も の は、 その事 柄 が本 来 属 す る境 域 それ 自身 で あ る。 その道 は 、

性起 に於 い て性起 せ しあ られ る開 け(Lichtung)と い う境 域 にま で通 ってい る。 開 けは 最根 源

的 な働(ursprunglichsteBewegung)と して道 自身で あ る。(vglUS197f)従 って経 験 し

つ つ思 索 す るこ とに於 い て最 も重要 な 点 は、 思索 は 自己のBestimmungを 思索 さる べ き事 の方 か

ら受 け取 る とい う ことで あ り、 道 の最 終 的な 地点 に於 いて性 起 とい う事 柄 が言 わ れ る とす るな ら、

思 索 は性起 の 内へ転 入 す る(einkehren)こ とに於 い て 自 らのBestimnungを 性起 か ら初 め て受

け取 る とい う こ とで あ る。 その 時、 思 索 は 自身 の翻転(Umkehrung)を 経験 す るの で あ る。 この

様 に ハ イデ ッガ ー の思 索 は、 或 る単 純 な(einfache)Sacheへ と通 ず る 困難 な道 の途 上 で の 「思

索 の経 験」 で あ る故 に、途 中 性(unterwegs)、 或 は先 駆 しつつ(vorlaufen)道 を切 り開 き そ

の 道 を行 くこ と と一 つ に開 か れ て くる境域 へ と準 備 す る(vorbereiten)と い う意 味で の 暫定 的

先 駆性(Vorlaufigkeit)を 本質 的に 持 ってい るの で あ る。 以上 を 要 す るにハ イデ ッガ ーの謂 う

「経験 」 とは 「道 を行 く」 とい うこ とに他 な らな い註① 。

道 はハ イデ ッガ ー の思索 に 「挫折 」 と 「迷 い」 と 「翻 転 」 を 引 き起 こ した。 一 体 そ の道 は何 処

へ と通 じて行 くの で あ ろ うか 。性 起 へ と収 蝕 す る彼 の歩 ん だ 道を い わ ば要約 した形 で解 明 した講

演 『時 と有』 の内 に彼 の 到達 した地 点 とい う ものが非 常 に暗 示的 な形 で 而 も思 索 さるべ き道 標 と

して あ くまで問 い の ま まに提 出 されて い る。

2.時 と有一

有 の意 味 はか つ てr有 と時』 とい う標題 の も とに有 の企 投境 域(Entwurfbereich)と して の

「時」 か ら規定 され よ う と した。 有の 意 味を 「時」 か ら根 源 的 に規定 せ ん とす る試 み の 内に於 け

る 「時」 へ の究 明 は、 た とえ 『有 と時 』 の超 越 論的 立場 か ら進め る とい う仕方 で は途 絶 した と は

言 え、 有 の 自性(Eigenes)に 向 って の究 明に他 な らず、 その後 、 形而 上学 との 対 決 の も とに

「有 の真性 」 、 「有 の開性(Offenheit)」 へ の 問 と して遂行 され て行 った。 更 に有 の 自性 は、

次 第 に開 けた場 処、 もっ と具 体 的 に は原 世界 一歴史 とで も言 うべ き或 る開 かれ た処 の 内へ と深 め

られ て い った。 そ うい う究 明 は 「有 に その現 成の場 処(OrtschaftseinesWesens)を 言 う

(sagen)」 とい う意 味で の 「真 有 の トポ ロギ ー(TopologiedesSeyns)」(ED23)、 或 は 「場

処 究 明(Erorterung)」(Vgl「ZurSeinsfrage」)と 呼 ばれ る。 と ころでr有 と時』 の時 期に於

い て は 「時 」 は あ らゆる有 の 理解 の 「地平」 と して、即 ちそ こか ら 「有」 が露 わ とな る と こ ろの

「視 圏(Gesichtskreis)」 、即 ち我 々が そこへ 向 って 「有 」 を企 投 しそこか ら 「有 」 を理 解 して い
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る と こ ろの 「企投 境 域」 と して 考 え られ、 我 々現 有 は 自身 「時性 」 と して、 「有」 を理 解 しつ つ

その 境域 の 内 へ と脱 自して い る もの と考 え られ てい た。 しか しその 時 期 に は、 そ こは、 未 だ 「超

越論 的地 平 」 と言 わ れ てい た 如 く、 自身 開示 性 と して の…現有 の 根源 生起(Urgeschehen)即 ち 「超

超 」 か ら見 取 され た(erblickte)企 投 境 域 に他 な らず(VglZS29)そ の 意 味 では超 越 論 的主

体 性 を 未 だ完全 に は脱 却 して い ない 思惟 、 そ うい う思惟 に 向け られ た 「開け(Offenes)」 の一
ロ 　 ロ 　

側 面 に す ぎ ない と言 って よ いだ ろ う。(VglGL37)従 って そ こ は、 内奥 に於 い て超越 論 的 意志
ロ の 　 　 の 　 コ 　 　 の 　

を根とする 「有の理解的企投」を予想するものとして 「超越論的地平」 「有の意味」と呼ばれた
コ ロ

の で あ るが、 地平 が 本来 それ で あ る と ころ の端 的 な 「開 け」 は、 む しろ 意志 の 背 面か ら既 に関 わ

って 来 て お りそれ故 超 越 す る こ とのみ に於 いて 経験 されつ くされ得 る様 な境 域 で は な い こ とが 洞

察 され て来 、 や が て 「有 の意 味」 と呼 ばれ た処 は、 最 早人 間 に対 して は ど こまで も非依 存 的 に現

成 しな が らも而 も人 間 の本 質 を 「有 の場処 の在処 であ る こと(dieOrtschaftdesOrtesdes

Seins)」 、 「宿 処(Unterkunft)」(N皿357)と して必 要 と しつつ 自身 の 内に 住 まわ せ つつ 到来

(Ankunft)す る境 域 と して 「有 の真性 」 と呼 ば れ る様 に な る。 即 ちr有 と時 』以 後 そ こは、「有

の 真性 」 「有 の開 性 」 と言 わ れ る処 とな りその 徹底 と して遂 に:Lichtmgと 言 わ れ るに 至 る。 最

後 期 に 至 って 「時」 は 、Lichtungが 性 起 す る こと に於 いて 「時 一空 」 と して開 か れて くる境 域

即 ち 「世 界 」 とな るの で あ る。 「… そ う して 神 を め ぐって、 全 て は一 ど うか?お そ ら く世 界 に

成 るの で は?」(ニ ーチ ェ)そ こ に到 って 「有 と時」 とい う標 題 は 「時 と有 」 とい う標題 に転 回

して い る。

「時 と有」 と い う標題 は、 「時」 と い うSacheの 自性 へ と見 通 す こ との 内で 「有 」と い うSache
ロ ロ 　 の 　 　 ロ コ の ロ 　 ぼ の ロ ロ ロ コ 　 コ

の 自性 の 内へ と而 も根底 に於 い て そ れ らを定 め て い る性 起 か ら思索 せ ん とす る試み を表 わ してい

る。 その 意 味で この試 み は 「有 と時」 「時 と有 」 と い う問 題 境域 を、 それ よ り一 歩 深 め られ た次

元 か ら踏 査 しよ う とい う試 み で あ ろ う。 ハ イデ ッガ ーは そ うい う試 み の 内で 「時 と有 とを それ ら

の 自性 の 内 へ と即 ち それ らの相 属(Zusammengehδren)の 内へ と定 あて い る」(ZS20)事 一態

(Sach-Verhalt)そ れ を性 起(Ereignis)と 呼ん で い る。 「EsgibtSein」 「Esgibt

Zeit」 と い う事態 の 内 に覆 蔵 され た 仕方 で 「有」 と 「時 」 と を統 べ てい る 「性 起せ しめ るこ と

(ereignen)」 と して の 「:Esgibt」 と い う働(Spie1)は 、 自身 「同 じもの(dasSelbe)」

と して 留 ま りな が ら(bleibend)、 有 に 関 して は、命 運(Geschick)と して 有を 「遣 わ す こ と

(Schicken』)」 と して、 又 時 に 関 して は、 時 と い う境 域(Bereich)を 「開 きつ つ届 け るこ と

(lichtendesReichen)」 と して、 「有」 と 「時 」 を相 属 せ しあつ つ活 動 す る。 しか し両者 の 相

属 は同 格 的並 列 的相 属 で はな く、 有 を命 運 と して遣 わ す こ とは 「開 きつ つ届 け る ことの 内 に存 し

て い る(beruht)」(ZS20,Vg121,22)と い う仕方 で の言 わ ば 「有 」 に対 す る 「時 」 の根 源性

を 趨性 とす る相属 で あ る。 それ は、ハ イデ ッガ ーに とって、 「有 と時 」 とい う思索 の 課題 を 表 わ
ロ

す 標 題 が、 性 起 とい う 「Sach-Verhalt」 か ら 「時 と有 」 の 内 に観 入 す る事 に於 いて、 「開 け と

現 前 性(:LichtungundAnwesenheit)」(ZS80)と い う標題 に転 回す る事 態 を言 って い る。 し

か しこの 標題 は ど うい うこ とを言 って い るのか 。差 し当 って は、 「現 前性 は、 開か れ た処 の 内へ
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入 って来 て留 ま る こ とと して(alsHereinweileninOffenes)、 既 に統 べ て い る開 け(die

schonwaltende:Lichtung)へ と絶 えず 依 附 され てい る(a皿gewiesen)」(ZS74)と い う こ

と(Sach-Verhalt)で あ るが、 この事 態 を 「有」 と い うSache「 時 」 とい うSacheか ら も う少

し立 ち入 って考 え てみ たい。

「有 る」 とい う こと は 「現 一前 す る(An-wesen)」 と い う ことで あ る。 「An」 の内 に は、

「我 々に襲 来 し関 わ って来 る(An-gehen)」 と い う ことが、 一 方 「wesen」 の 内 に は 「留 ま る、

留 在 す る、滞 在 す る(bleiben,哺hren,weilen,verweilen)」 とい う仕 方 で の時性 格 が語 って

い る。 一 言 で 言 えば、 「現前 」 の 内 に は襲 来 し留 ま る 「現 在(Gegenwart)」 が語 り出 てい る。

従 って 「現 前」 と しての 「有 」 は、 「有 の問 い 」 の端 初 に於 い て 「有 と時」 とい う問題 圏域 の 内

で 問 わ れ ざるを 得 なか った ので あ る。 しか し 「現 前 」 は それ 自身 に於 いて 「関わ って くる こと」

で あ り 「留 ま る こ と(weilen)」 で あ る以 上 、 我 々 に まで 「到 達 し関 わ って来 るど い う こと」 が

関 わ って来 る為 の 通過 可 能 な(durchgehbar)境 域 、 留 ま る ことが 留 ま る為 の滞 在(weilen)可

能 な境域 を ど うして も必要 とす る。 そ の境 域 が 、前 掲 の 引用文 中 の 「開か れ た処(Offenes)」 で

あ る。 その 境域(Bereich)が 届 け られ るこ とに於 い て初 め て 我 々人 間 に現 前 性 が 「関 わ り一 留

ま る こ と(An-wesen)」 と して 到来 し得 るの で あ る。 この 「開 き届 け る(1ichtendesReichen)」

と い う ことを そ れ 自身 に於 い て即 ち性 起(esgibt,tibereignen)と して 観取 し経験 す る ことは

極 あて 困難 で あ り、 そ れ故、 稀 な こ とで あ る が、 しか し もと も と人 間 は この 届 け られ た境 域(Be

reich)の 真 只 中 に立 ち続 け る こ とに於 い て現 前 との関 わ りの 内 に有 り得 るの で あ る註②。 ハ イ

デ ツガ ー は その境 域 を 「時 一空 とい う開 けた処(dasOffenedesZeit一 一Raumes)」(ZS16)
ロ 　 ロ 　

と言 って い る。 それ は、 「esgibt」 に於 いて届 け られ 開 かれ る言 わ ば根源 か ら開 か れ て くる世

界=「 開 け た処」 であ り、 或 る別 の講 義で は 「時 一働(Spiel)-空 」 と も言 われ て い る。(SG

109etc)今 の場 合 「時」 と 「空 」 を 「時 一空 」 と して相属 せ しめ世 界 と して開 け てい る純粋 活

動 と してのSpielは 「開 きつ つ-(自 身 を)覆 蔵 しつ つ届 け る こ と」 と してのesgibtに 於 け る

Gebenで あ り、 そ の 自性 に 向 って性 起 の方 へ と思 索 されて いる 「届 け る こ と(reichen,esgibt)」

は、 将 来(Zukunft)と 既 有(Gewesen)と 現在(Gegenwart)と い う三 次元 的境 域 を、 それ ら

が 相 互 に届 け合 う(sich-einander-Reichen)と い う仕方 で、 自身 第一 次元 と して統 べ なが ら

開 き届 け、 か くして将 来 か らの 「現 前 」 と既 有 か らの 「現 前」 と現在 か らの 「現 前」 とを、「時 一

空 」 とい う 「開 けた処 」 の 内へ と与 え るので あ る。 要 す る に、 「esgibt」 とい う或 る卓越 し た
ロ ロ 　 　 の コ 　 　 ロ

働 、 而 も 「遣 わす こと」 と 「開 きつ つ届 け る こ と」 それ 自身 の 内 に覆 蔵 され た仕方 で統 べ て い る

働(Ereignis)に 於 いて、 「有 」 は 「現 前」 と して、 「時 」 は 「時 一 空」 とい う世 界 の:Element

を な す境 域 と して 、 そ の 自性 に もた らされ る ので あ り、 そ の内 に保 持(behalten,verwahren)

され るので あ る註 ③。

と ころで 前掲 の 引用 文 の 中で は 「既 に統 べ て い る開 け(Lichtmg)」 と言 われ て い る。 「既 に

統 べ て い る」 と は差 し当 って は、一 切 に先 ん じて 開 けた処(Offenes)を 開 けつ つ(1ichten)、

現 前性 をOffenesの 内 に授 け る(gewahren)と い うこ とで あ るp>"、これ は先 述 した 様 にesgibt
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とい う性起 の卓 抜 な働 で あ る。 しか し こ こで は開 け(Lichtung)が 統 べ て い る と言 わ れ る。 とす

れ ば 「現 前性 」 や 「時 一空 」 と して の 「Offenes」 よ り も一 切 に先 ん じて 「既 に」 「開 けが 与 え

ら れて あ る(esgibtdie:Lichtung)」(ZS80)と い う ことを 意 味 す るで あろ う。 「既 に」 と

は 、現 前 性 に現 前 す る とい うこ との可能 性 を 授 け る可 能性 それ 自身 と して、 とい うこ とで あ ろ う。

:Lichtmgが 性起 す る(esgibt)こ と に於 い てOffenesが 開 か れ て くる限 りに於 いて、 現 前性

は現 前 性 と して 現前 し得 る一 そ うい う意 味 で現 前性 は.Lichtungへ と絶 えず 依 附 されて いる と

言 われ るので あ る。 従 って、 そ の内 に於 い て現 前性 が現 前性 と して現 前 し留 ま り来 た る 「時 一空 」

が 「時 一働 一空 」 と して働 くこ との、 即 ち 「世 界 が世 開 す る」 こ との根 もと に於 い て既 にLichtung

が 働 いて い る ので あ り:Lichtungが 与 え られ て(esgibt)い るの で あ る。 と ころでLichtung

は確 か に 「時 一働-空 」 とい う仕 方 で開 け るが 、 しか し 自身 は果 して その よ うに 「開 け た処(Off

enes)」 一 「時 一空 」 と して 開 け る こ とにの み尽 くされ る境 域 で あ るか ど うか 。:Lichtmgは 、

一ungと い う後綴 か ら も窺 わ れ る よ うに、 い わ ば 自身場 処(Ortschaft)の 自己 限定 ともい うべ

き仕方 でEreignisを 根 本の 働 と しつ つEreignisと 一 つ に働 く場処、 即 ち開 けつ つ性 一起せ し

め る境 域(daslichtend:Er-eignende)と して 「Offenes」 に 向け て その 根源 で あ るの み な

らず、 それ 故 に こそ 自身 の根 源、 即 ち 根源 の 根源 とで も言 うべ き 「閉 ざ され 覆 蔵 され た処 」 に 向

って 且つ 其処 か ら開か れ て い るので は なカ・ろ うか。 そ うい う 「密 旨(Geheimnis)」1こ 密接 しつつ 、

密 旨に満 ちた(geheimnisvol1)「 働 」によ って且 つ 「馴 と して開 か れ る境 域 では なか ろ うか 。

比 喩 を使 え ば:Lichtungは 、 ど こまで も暗 く果 て しのな い 森にi擁され包 まれな が ら、 忽然 と開か

れ る 「森 の 中 の空 地(Waldlichtmg)」(ZS72)で あ ろ う。Ereignisと い う次元 か らも う少 し

掘 り下 げて:Lichtungを 考 え た い。

3.:Lichtungと:Ereignis一

:LichtungとEreignisを 廻 るハ イ デ ッガー の思 索 は次 の様 な問 い に まで突 き詰 め られ る。 「し

か し一 体何 処 か らそ して如 何 に して 開 け は与 え られ て い る(esgibtdieILichtung)の か、Es

gibtの 内には何 が語 ってい る のか」(ZS80)と 。 この 間 の端 的 は、 「esgibtdie:Lichtung」

とい う事 態 を この 事態 の 只中 に立 つ とい う仕方 で 経験 す るな らば そ れ 自身 に於 い てそ の 「具 体端
　

的(dasKonkreteschlechthin)」(VA273)は 一 体 何 で あ る か と い う 問 で あ る 。 「開 け は 何
ロ 　 コ

処 か ら与 え られ て い るの か」 とい う問 は、 「開 け」 の中 に立 つ こ とか ら 「開 け」 が経験 され る な

らば、 「開 け」 は 未 だ尚 最窮 極 の境域 で はな く尚問 わ るべ き境 域 を残 してい る とい う ことを 予感

し、 「Esgibtの 内 には何 が 語 って い るか 」 とい う問 に於い ては、Ereignis自 身 の 内へ の転

入 的 経験 が最 枢要 の事 柄 と して 切 に要 め られ て い る と とも に、 尚そ の 自性 の 内に は問 わ るべ き も

の(Es)が 語 り出て い る こ とが 暗示 され てい る。 「何処 か ら、 如 何 に、 何 が(Woher,Wie,Was)」

「esgibtdieLichtungの 内に は語 って い るの か。」ハ イ デ ッガ-自 身 この間 に命 題 の形 で答

え ては い ない が、 しか しこの間 は、 思索 さるべ き ことの豊 饒 さを蔵 す る地(Erde,Grund)、 従

って又 彼 の思 索 を終始 呼 び起 こ しつ つ道 を開 きな が ら歩 ま しめ た と ころの 「Geheimnis」 へ と向

っ てい る と思 われ る。 一 言 で言 え ば、esか ら呼 ばれesに 向 って い ると思 わ れ る。 この 点 に立 ち
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入 ってみ た い。

:L重chtmgは 或 る二 方 面 に 向 けて考 え られ て い る と思 う。一 方 で 、 「時 一働 一空 」 と して の世

界 が世 開 す るこ との方 に向 って その根 源 と して 働 く 「Unverborgenheit」 と して、 又一 方 で、
ロ コ 　 コ ロ ロ

:Lichtungが 自身の 根 もと の方 に向 って其処 か ら其処 へ と開か れ て い るそ の 自同 的 な其処 、 以前

の論 文 で は 「未 だ経験 され ざ る境 域」(WW90)即 ち 「Geheimnis」 と言 われ た境 域 との連 関 に
　 　 　 サ

於 いて、 其 処 に密 接 しつつ 其処 か らの脱(Un一)と して、 即 ち 「Un-Verborgenheit」 と して 一。

そ うい う意味 に於 いて は:Lichtungは 世 界 成立 の元 初 に観 取 され た境 域 で あ る と同時 に、 自身 の

由来(Herkunft)を 尚 「覆蔵(Verborgenheit)」 と して残 して い る境域 で あ る と言 え よ う。

ハ イデ ッガ ーの言 葉 を使 えば、:Lichtungは 、 「純粋 空 間(derreineRa㎜)」 と 「脱 自的時

(dieekstatischeZeit)」 とそ して 「時-空 」 の 内 に 「現 前 す る もの、不 現前 す る もの」 一 切

に、 「一 切を 集摂 しつ つ(そ れ らの 自性 の 内 へ と安 らわ せ)匿 ま う場 処(denallesversamm

elndenbergendenOrt)」(ZS73)を 授 け、 且 つ そ うい う場 処 と して 自身 を 開 く(sichlich

ten)境 域 で あ ると同 時 に、 その こ とと一 つ に於 い て 自身 の 自性 を 「覆 蔵」 へ と即 ち 「密 旨」 の

内へ と脱去 す る(entziehen)そ うい う境域 で あろ う。 「開 け」 の 自性 が其 処 へ と覆 蔵 され 匿 ま

わ れ る(verbergendeBergen)境 域、 即 ち 「開 け 」の 最 も 自性 的 な る境域 は、 「開 け の安 らか

な心(ruhigeHerz)」(ZS75)と か 「静 寂 の場処(OrtderStille)」(ZS75)と 言 われ、

又 そ の場処 は 「静寂 の場 処 」 と して 「自身 の 内 に、Unverborgenheitを 授 け る もの(Lichtung)

を集 摂 して い る」(ZS75)と も言 わ れ る。 其処 は、:Lichtmgが そ の根底 かつ 中心 と して働 く

「世 界 」==f時 一働 一空」 の、 その 「時 」 と 「空 」 が 自身 の本 質 を集 摂 して 「静か に安 ら う(ruht

stil1)」(US213,214)処 で あ り、 「時 一働-空 」 を 「静寂 の働(dasSpielderStille)」

(US214)と して定 め て い る処 で あ る。 「密 旨の静 寂 な光 輝(derstilleGlanzdesGehei

mnisses)がLichtungと い う単 純 な るこ との 内に 常 に留 ま りつ つ(immerwZihrend)輝 い て

い る」(VA273)の で あ る。 要 す るに 「静寂 の場処 」 と して の 「密 旨」 は:Lichtungの 心 底(Her

zensgrund)で あ る。

さて以上 に述 べ た様 な:Lichtmgの 根本 趨性(一ung)を 内奥 か ら定 め て い るの は 「esgibt

die:Lichtung」 と言 わ れ る場 合 の 「esg量bt」 即 ち 「er-eignen性 一起せ しめ る」 とい う働

で あ る。性 起 が:Lichtungの い わ ば 「一ung」 と して 働 き、 この 「具 体端 的」 な働 に於 い て 「世

界 が世 開 す る」 「物 が 物 とな る(dingen)」 の であ る。(AustragdesEreignisses,VglUS

17ff・)先 に 「世 界 が世 開 す る こと」 の根 源 と して見 られ た 自己露 開 に して 自 己覆 蔵 と して の

Lichtungは 、 その 自性 の発 起 と して の性 起 か ら見 られ るな らば、性 起 が性 起 す る こと に於 いて

性 起 せ しめ られ働 く場 処 、与 え られ て(esgibt,libereignet)働 く場 処 で あ る。 性 起 は 自身を

与 え るこ とに於 い て、Lichtungを その 自性 に もた らすが(insEigenebringen)ま さ し くそ

の こと と同 時 的 に性 起 は 「esgibt」 と して は 自身 を覆 蔵 し 自身 の 自性 を 匿 ま うの であ る。 その
ロ 　 　 　 ロ ロ ロ ロ ロ 　 　

働 性 が 自己露開 に して 自 己覆 蔵 と してLichtungの 内 に且 つ それ と して現 じてい る ので あ る。 性

起 の 最 も自性 的 な働 は、 無制 限 な露 現(Entbergung)か ら自身 の 自性 を脱 け去 ら しめ る(Entzug ,
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Enteignis)と い う こ と に 存 す る 。Lichtungを 、 開 き つ つ(lichtend)且 つ 覆 蔵 しつ つ(ver

bergend)そ の 自性 を 匿 ま う(bergen)と い う仕 方 で 、 与 え る(geben)と い う こ と 、 こ れ が性

起 に 最 も 自性 的 な 働 性 、 即 ち 「脱 去 に 於 け る 向 来(dieZuwendungimEntzug)」(ZS44)に
コ コ ロ ロ ロ

他 な らな い。 性 起 は、Lichtungを 与 え る こ とに於 い て我 々の 自性 をDa-Seinと して定 め我 々
コ コ ロ 　 　 　

に 向か って来 る(vereignen)と 同 時 に、 自身 は 自身 の 自性 を脱 去 す るの で あ る。比 喩 を使 え ば、

性 起 は 「静寂 の 場処 」 か ら働 き 「静 寂 の場 処 」へ と滅 す るい わ ば 「静 寂 の純粋 活 動(dasSpiel

derStille)」(US214)で あ り、 覆蔵 か らの 脱、 覆蔵 態 の 剥奪(privativ㎜)と して 働 く

「Un-Verborgenheit」 の 「Un」 に他 な らな い。 その様 な 脱働 に して 寂 滅 そ れ 自身 と して の:Er

-eignisと い う働 に於 いて その都 度突 如(jeundjah):Lichtmgが 「Un-Verborgenheit」

と して あ る(esgibt)。 しか し性起 が其 処 か ら働 き其 処 へ と脱 去 す るい わ ば性 起 の元 初 一終 末

と して 今 暗 示 され た 「Verborgenheit」 とい う境域 は、 性 起 せ しめ られ た もの(Ereignetes)と
コ 　

して の思 索 の言(Sage)が 其 処 に直 面 して は最早 何 も言 い 得 ぬ境 域 で あ ろ う。 「思 索者 は 自己の

最 固有 の もの それ 自身(sein:Eigenstesselbst)を 決 して 言 う(sagen)こ とは 出来 な い。 そ

れ は言 わ れ得 ぬ まま に(ungesagt)と どま らざるを 得 な い。何 故 な ら言 い得 る語(dassagbare

Wort)は 自己 の定 め(Bestimmung)を 言 わ れ得 ぬ もの(dasUnsagbare)か ら受 け取 る故 に」

(N皿 ・484)従 って 「esgibtの 内 には何 が 語 ってい る のか」 とい う問 に答 え る こ とは確 か に

「それ(Es)を そ れ か らそれ へ と言 う(sagen)」(ZS25)こ とを 実地 に成就 す る ことで あろ う

が、 これ は黙 示(:Erschwe孟gen)と して、 「示 す こ と(zeigen)」 「言 う こと(sagen)」 の極 端

で あ り、 思索 の言 が遂 に 「語 られ ぬ ま まに留 らざるを得 ぬ(ungesprochenbleibenmuB)か の

ものを 言 い得 ぬ事 によ って」(ED21)本 来 の落処 に鎮 め られ る とい うと ころ ま で徹底 され て そ こ

か ら翻 って 出て 来 る言 で あ ろ う。 「esgibtの 内 に は何 が 語 って い るのか?」-「 語 られ ぬ ま

ま に 留 らざ るを得 ぬか の もの(jenes)」 が語 って い るので あ る。

或 い は(今 まで 公表 され た著 作 の う ちで は この こ とに つい て、 は っき りとは何 も語 られ て は い

t9-vkが)最 早 「道徳的一形而上学的神」註④では絶対にあり得ない端的に 「神的なる神(der

gδttlicheGott)」(ID65)隠 され た る 神(derverborgeneGott)が 語 ってい るの か も しれ

な い。 その語 りは 「最 終 最極 の 神 の 目 くばせ(WinkdesletztenGott)」 で あ るか も知 れ ない

註 ⑤
。 しか しこの事 は我 々人 間 自身 か らのみ で は決定 し得 な い事 柄 で あ ろ う。 我 々は思惟 で も っ

　 ロ ロ ロ コ 　 　 ロ コ 　 コ

て 神 を呼 び 出 す こ とは 出来 ない ので あ り、 おそ ら くハ イデ ッガ ー に と って は来 た るべ き(?)歴

史 の元 初 に 属 す る事 柄 で あ ろ うか らで あ る。

と ころで 「語 られ ぬ まま に留 ら ざるを得 ぬ か の もの」 に直 面 して 「言 い 得 ぬ」 時、 即 ち 「思 索

し得 ぬ」 時、 突 如翻 って 思索 の 言 が有 る。(Vgl:ED21)「 言 い得 ぬ」 と 「言 う」 との共 鳴(:Ein

klang)と して 即 ち 「言 いつ つ 言わ ぬ(sagendeNichtsagen)」(ID66)黙 示(:Erschweigen)

と して そ こに最 高 最深 のTautologie「 同 じことか ら同 じこ とへ 向 って 同 じこと(dasSelbe)

を言 うこ と」(ZS24)が 有 る。 即 ち 「性 起 は性 起 せ しめ る(DasEreign孟sereignet)」(ZS

24)と 。 「た だ働(nurSpiel)」(SG188)更 に 「それ:Es」で あ る。 一
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ところで前にも少し触れた様に 「語 られぬままに留らざるを得ぬかのもの」とは言葉を言葉と

して性起せ しめ定めているものであり、その意味で 「言葉の本質」でありその最内奥に於いて

「言葉のGehei㎜is」 である。(VglUS241)其 処は最早 「其処まで思索し入ることは本来我々
コ コ 　 コ ロ 　 　

には不可能である処」(G:L61)と も言われる。それでは本来思索不可能な処に入る当体は最早

「思索」ではあり得ないのであろうか。此処、即ち性起が性起せしめることに於いて、即今、 自

身をそこへと脱け去らしめている底知れぬ深淵は、或いは、ハイデッガーの 「経験する思索」に

とっても未踏であるのかも知れない。或いは 「思索」が 「思索」である限り 「思索」にとっては

永遠に 「経験されざる境域」として不到かも知れない。そうとするなら、 「何が思索を呼ぶのか
　

(heiBen,esruft)」 の 何 の 最 内奥へ の突破 落 着 が未 決 で あ る限 り、 思索 は、 未 だ 不到 に留 ま る

境域 を 残 してい る もの と して 歩 まね ば な らぬ で あろ う し、 た とえ それ が 内 に静寂 を 蔵 す る歩 み と

して も尚歩 む こ との一抹 の不 安 を脱 し得 ない ので は あ る まいか 。 「哲 学 の終 末」 に際 す るハ イ デ
　 　

ッガ ー の 「技術 の本 質」 へ の省 察 を 内奥 か ら動 か して い る もの は、 その 内 に影 の如 く宿 って い る

この一 抹 の不 安 の よ う にも思 わ れ る。

4.哲 学 の終 末 一

:Lichtungの 内へ と思 索 し入 り性 起 の 内へ と 目覚 め つ つ脱 自せ ん(:EntwachenindasEreigni9

と す るハイ デ ッガ ー の試 み に は、 哲学 は既 に終 末(Ende)の 内 に入 って い ると い う洞 察 が存 して

い る。 彼 に と って 「哲学 は形 而上 学」(ZS61)で あ り哲学 の終 末 と は形 而 上 学 の完 了(Vollendmg)

を 意味 す る。 完 了 と して の終 末 に於 い て、 哲学 の 根 と して の形 而上 学 の歴 史全 体 が その最 極端 の

可 能性 の 内へ と集 摂(versa㎜eln)さ れ る。 そ うい う集摂 の場処(Ort)は 同 時に形 而 上 学 を

形 而上 学 と して 根 も とか ら統 べ て い た(walten)形 而上 学 の元 初(Anfang)が 露 顕 す る場 処 で も

あ る。 その元 初 と終 末 が いわ ば 円環 的 に形 而 上学 の 歴史 を貫 通 して閉 じる場 処 が現 代 世界 一歴 史

で あ り、 ハ イデ ッガ ー 自 ら脱 自 し思 索 して い る場 処 で あ る。 そ うい う処 か ら形 而 上学 の元 初 とは

別 の元 初へ の先 思 的 回思(vordenkendeAndehken)が な され て くる ので あ る。 そ の第一 歩 が、

有 る ものか ら有 を 根拠 づ け る こ とへ の顧慮 を絶 して、 即 ち 「有 るもの な しに有 を思索 す る試 み 」

(ZS2)と して 遂 行 され るので あ る。 その試 み は、 形 而上 学 の 歴史 の 元初 即 ち古 代 ギ リシア に於

いて 、 いわ ば 自明 的 に 経験 され て い たが 故 に それ と して は更 につ き詰 あ て思 索 され る ことの なか

り

ったA湧 θε`αを その 自性 に向 って(eigens)「 それ 自身 を覆 蔵 す る(sich-verbergen)と い う

本 質 的 なZugを もつ:Licht皿g」 と して思 索 す る こ とへ と導 いて い った ので あ る。(VglZS79)

そ の本質 的Zugは:Ereignisに 於 け るEnteignisで あ り、今 や露現 に して覆 蔵、Ereignisに し

てEnteignisと い うい わ ば歴 史 一世 界 の開 關 「以 前 」 と 「以後 」 の 当処 に観 取 され る と も言 い得

べ き 「別 の元 初」 がハ イデ ッガ ーの 「思索 の こ ととす べ き事柄SachedesDenkens」 とな っ た

の で あ る。 さて そ うい う境 位 か ら見 られ る な らば 「哲学 の終 末」 とは よ り具体 的 にど うい うこ と

を 言 って い るので あ ろ うか。

形 而 上 学 が最 極端 の可 能性 に達 した とい う事 は、 差 し当 って は、 形 而 上 学 が個 別諸 科 学へ と解

消 し形 而 上学 的歴史 世 界 が根 本 的 な意 味 に於 い て技術 的世 界 とな る こ とに於 い て その本質 可 能 性
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を貫徹したということであるが、尚一層根底的には、形而上学の全歴史を通じて古来様々に経験

され思索されてきた現前するものの 「現前性」の変転がその最終的可能性を 「用立可能性(Best

ellbarkeit)」 ということでもって達成したということであろう。そのことに於いて形而上学的

思索は自らの無力を経験することとなるのである。何故なら、形而上学的思索の根本的特徴は
の　 　 ロ ロ 　 　 　 ロ

「現 前 す る ものの現 前性 」 を 「現 前す る もの 」 か ら 「現 前 」を 基礎 づ け ると い う仕 方 で究 明す る

こ とに存 してい るの で あ るが、 しか し現 代 世 界 に於 け る 「現前 す るもの の現 前性 」 と しての 「用

立 可能 性 」 は、 最早 「現 前 す る もの 」 か らも 「基 体(Subjekt)と して の人 間」 か らも基礎 づ け

得 るこ との 出来 な いむ しろ それ らを 「意志 へ の意 志」 とい う無 限衝 動 的流 転 の世 界 へ 引 き込 む歴

史 的威 力(Macht)と して即 ちま さに 「現 前性 それ 自身」 と して思 索 されね ばな らな いSacheで

あ り、 そ のSacheの 内奥 の 動 向 に経験 し入 るこ とは形 而上 学 的 思索 様 式(Denkweise)を も って

しては ど こまで も不 可 能 であ るか らで あ る。 この 用立 可 能性 とい う威 力 は、 用 に立 て る(Beste

llen)徴 発 的 に立 て る(herausforderndeStellen)駆 り立 て る(nach-stellen)と い う こと

の、即 ち 「立 て る(stellen)」 こ との集摂 として ハ イデ ッガー に よ って 「Ge-stel1組 立 」 即

ち 「技 術 の本質 」 と言わ れ る事柄 で あ る註 ⑥。 「有 る もの」 も 「人 間 」 もこの 「威 力=用 に立 て

る とい う こと」 の 「相互 にか み合 った 諸系 列(ineinandergreifenden:Folgen)か ら成 る境 域」

(VA23)即 ち 「用 に立 て る」 とい う こ との 「円環 進行(Kreisgang)」 の 内 に 引き入 れ られ、

「対 象」 で もな く 「主体 」 で も な く 「用 象(Bestand)」 「用 に立 て られ た もの(Bestellte)」 と

な る。用 立 可 能性 の 内 に全 てが 無 限進 行 的 円環 的 に立 て られ る とい うこ とは しか し現 代世 界 の歴

史 的窮 境(Not)で あ り 「有 それ 自身 に 関 して は無 で あ る」(Nil338)と い うニ ヒ リズ ム の極端

な しか し静か な完 成 であ るが、 そ うい う 「有の命 運 」 と して の事 実 は その事 実を 事実 と して事実

か ら思 索 す る とい う仕 方 で 耐忍(Verwindung)す るこ とを窮 迫 的 に(notwendig)思 索 に要求
　 ロ コ 　 ロ

して くる。 そ の耐 忍 は、 どこ まで も現 代 一世 界 に立 ちつ つ 「有 の 忘 却」 を それ と して 即 ち 「有 自

身 に 属 す る λiθε 」 と して 思索 し抜 き それ と一 つ に 「有 と人 間」 の 本来 の処 在 究 明を 事実 的 に徹

底 す ると い うこ とで あ る。 そ こ に於 い て は最 早 「有 の忘 却」 の忘 却 を完 了 した形 而上 学 的思 索 は

自身 本末 顛 倒 的に 「有 の 忘却 」 とい う事実 の内へ は 入 り込 む こ とを な し得 ず 、 自 らの終 末(Ende

=Vollendung)に 於 いて 「別の 思索 」 へ翻 転 深化 せ ざるを 得 な くな るの で あ る。 形而 上学 によ っ

て は 未 だか つて 思 索 され るこ との なか ったSache即 ち 「別 の 思索」 に於 い て初 め て 「思索 さ るべ

きSache」 は形 而上 学 的 思索 か らは脱 け去 ら ざるを 得な い か らで あ る。 そ のSacheが 、事 実 的 に

経 験 さるべ き 「Sache」 と してLichtungと かEreignisと い う言葉 で 示 され よ うと され るので

あ る。

と ころで 以上 述べ た世 界歴 史 的窮 境 の転 換(Wendmg)に 対 して 「組 一立 」 の耐 忍 の中 で 「別

の 思 索」 へ 翻転 して行 くとい う仕方 で 準 備 され るべ きで あ ると して も、 「我等 は 神 々に会 うに は

余 りに 遅 く真 有(Seyn)を 見 るに は余 りに早 く来 た 」(ED7)と い うハ イデ ッガ ー の歴 史 経験 の

独 白か ら見 て、 そ こ には既 に その歴 史 的転 換へ の彼 独 自の 先駆 的 な眼 差 しが 働 い てい る はず であ

る。 彼 は その転 換 を、 『哲学 の 終末 と思索 の 課題 』 と い う講 演(1964年)に 先 立つ こ と15年 前
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(1949年)にKehre(転 回)と 言 って い る。

5.性 起 に於 け る転 回一

性 起 が転 回 と して性 起 す る。 しか しそ の転 回 の性 起 は未 だ到来 して い ない。 それ故 ハ イデッガー

が 「転 回」 に関 して 何 かを 言 う場 合幾 分 抑制 的 とな る。 「お そ ら く我 々は この転 回の 到来(Anku

nft)の 前 以 って投 げ られ た騎(Schatten)の 中 に立 って い るで あ ろ う」(TK40)と 。 即 ち転 回

の性 起 は そ れ と して 未 だ到 来 して は い ない が、 しか しその 騎 は も う既 に投 げ られて い る ので あ り

そ の騎 の 内 には既 に我 々は立 ってい る で あ ろ うと。 そ うい うと ころか らハ イデ ッガ ーは性 起 的 思

索 を繰 り広 げて い くの で あ るか らど う して も先駆 的 な而 も準備 的 な行 き方 を取 ら ざるを 得 な い。

即 ち現 在 に向か って 既 に そ の騎 は到 来 してお りなが ら しか し騎で ある故 に現 在 注 目され て い な い

こ とを現 在 に前以 って 言 うとい う行 き方 で あ る。 それ故 そ うい う行 き方 は 常 に問 の うちで 動か ざ

るを得 ない ので あ り、 その様 に問 うこ とが、 どこ まで も事 柄 に即 して行 こ うと す る 「思 索 の 敬度

さ(dieFrδmmigkeitdesDenkens)」(VA44)で あろ う。

しか し 「転 回」 とは ど うい うこ とであ るのか。 ハ イデ ッガ ーは講 演 『Kehre』 の 内で凡 そ次 の

如 く言 ってい る。 一 技 術 の本 質 は 「組-立 」 で あ る。 「組 立 は その本 質 を危 険(Gefahr)と し

て現 ず る。」(TK37)危 険 とは 「有 の本 質 の真 性 に於 い て 自身 を危 険 に さ らす 有 自身」(TK37)

で あ り危険 の 中で 最 も危 険 な もの は危 険 が危 険 と して は立 て塞 が れ てい る(verstellt)と い う
ロ コ ロ

ことで ある。 しか し危 険が 危 険 と して現 ず るそ の極 に於 い て危 険 は転 じて 自身 救 う もの(das

Rettende)と な る。 即 ち 「有 の忘 却 が有 の 本質(真 性)の 護 り(Wahrnis)ぺ と」 転 回 す る こ と

が 性起 す る。(TK40)「 危 険 の転 回は突 如(j茄)性 起 す る。 転 回 の 内で は有 の 本質 の 明 け開 け

(:Lichtung)が 突如 明 け開 く(sichlichtet)。 この突 如 のSichlichtenは 閃 光(Blitzen)で

あ る」(TK43)一 と。 ま こと にニ ーチ ェの言 う如 く 「荒 野 は広 が る。(DieWtiste哺chst)」

(Dionysos-Dithyramben)そ の 極、 突 如転 回 す る。 有 の真 性 が閃 き現 われ(erblitzen)本 源

的世 界 が性 起 す る(sichereignet)の で あ る。 それ 故 ハ イデ ッガ ーは 「有 の 本質 の:Lichtung

が突 如 明 け開 く」 と言 って い るが 後 の言 葉 で言 え ば それ はesgibtdie:Lichtungと い うこ と
　 ロ 　 　 　 　

で あ ろ う。 開 けの性起 に して そ れ との 同一 に於 け るそ の 目撃 で あ ろ う。

で は転 回 と して性 起 す る その性起 それ 自身 に関 して ど うい うこ とが言 わ れ るか。 「(今)有 る

こ との 内へ の観入(Einblickindaswasist)が 性 起 それ 自身 で あ る」(TK44)と 。 「今 有

る こ と」 とは今 「命 運(Geschick)」 と して贈 られ て い る(gesch孟ckt)有 、 即 ちそ の本質 を危

険 と して現 じてい る 「組 立」 とい う世 界 で あ る。 其 処 は、 其 処 で物 は物 に非 ず(nichtdingt)

人 間 は人 間 に非 ず とい う仕 方 で各 々の 自性(Eigenes)が 護 りを 喪失 され て(Verwahrlosung)

た だ単 に用 に立 た され て い るい わ ば非 世 界(Unwelt)即 ち本 来 の世 界 が拒 絶 された(Verweige

rungvonWelt)世 界 であ る。 そ うい う非世 界 に本 源 的 な世 界 と しての方 界(Gev量ert)の 映 一
コ 　 　 　 　 　 コ の コ

働(Spiegel-Spiei)、 即 ち有 の真 性 が 突 如 閃 き入 り(Einblitz)観 入 る(Einblick)こ と、

これ が性 起 それ 自身 で あ る と言わ れ る。 性起 は そ うい う仕 方 で各 々の もの に その 自性 を 目撃 せ し

あ性 起 に 帰属 せ しめ る観取(eignendeEr5ugnis)(TK44)、 一 瞬 の閃 きで あ る。 人 間 は その
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閃 きに よ って い わば 自 己の本質 の 内 に まで撃 ち当 て られ た もの(Getroffenen)、 観 入 の 内で観 入
　

ら れ た もの 観 取 さ れ た も の(dieimEinblick:Erblickten)と し て 、 「意 志 へ の 意 志 」 を 脱
ロ の

した 「死を 能 くす る もの(dieSterblichen)」 に転 じ、 物 は 最早 用 象 で はな く 「物(Ding)」
ロロ

と し て 自性 を 現 じ来 た る(dingen)。 即 ち非 世 界 は 翻 転 し てHi㎜elundErde,Sterblichen

undG6ttlichenの 映 一 働 す るGeviertと し て 世 開 す る の で あ る 。 「既 に 現 住 して い る も の(das
　 　 　 　 の ロ ロ

schonWZihrende)し か し これ まで は覆 蔵 されて い た もの は、 突 発 的 な る ものに 於 いて(im

:P16tzlichen)初 めて授 け られ眼 に し得 る もの とな るで あろ う」(SG160)要 す るに性起 は その

内奥 に於 いて 「突 如 」 そ うい う転 回 と して 性起 す るの で あ る。

しか し こ こで注 意 され ね ばな らない の は性 起 が いわ ば比 喩 的 にBlitzen(閃 光、 電 光)と して暗

示 され て い る とい うこ とで あ る。 性起 は確 か に 「有 の命 運 」 と して の組 立 を 危険 と して贈 りつ け
の 　 　 　 　

る こ との 極 に於 い て突 如転 回 と して性 起 す るが しか し 自身 を贈 る こ と と同時 に、 即今 、 自身 を脱

去 す るの で あ る。転 回が性 起 す る(sichereignet)と は組立 と して の 「有 の命 運」 が突 如 変転

す る(sichwandeln)と い うことで あ る が、 命運 を授 け る もの(Gewahrende)と しての 性起

自身 は脱 変転 と して ど こまで も非 歴 史 的(ungeschichtlich)没 命 運 的(geschicklos)(Vgl

ZS44)に と どま る ので あ る。 性起 と して の閃 きは静寂(Stille)か ら静寂 と して来 た り有 を 本

源 的 な世 界 に鎮 め る(stillen)。(VglTK47)性 起 は世 界 を世 開 せ しめ る こ とに於 い て、 即 ち

端 的 にLichtungを 与 え るこ とに於 い て、 有 の 自性 と人 間 の 自性 を相 属 せ しめつ つ発 起せ しめ る

の で あ るが、 しか し性 起 自身 の 自性 は ど こまで も静寂 の 内へ と脱去 して い く。 即 ち、 自 らの内 に

全 て の働(Bewegung)を 集 摂 し且つ 自 らの 内か ら全 て の働 を 解 き放 つ(ent玉assen)「 静寂」

の 内 へ と脱 去 す るの で あ る。(VglUS213,SG143f)『 転 回』 とい う講 演 で は、 未 だ光 との 関連

の 内 に於 い てで あ るが性 起 の本 来 の処 在 を 「明 らめ られ て い ない 処 と して の その 由来 の覆 蔵 せ ら

れ た 闇(dasverborgeneDunkelseinerHerkunftalsdasUngelichtete)」(TK43)と い

う言 い方 で 暗 示 して い る。 此処 は 「verborgeneVerborgenheit」 と して 、 最後;期に至 るまで

「静 寂 の場 処」 と言 われ て い る処 で あ ろ う。 其 処 か らの脱 とい う比類 な き活 動(Spie1)、 即 ち

Un-VerbOrgenheitのUnと して表 示 さ れて い る事 こそ、 転 回 が 「性 一起(:Er-eignen)」 し、

有 の真性 が閃 き現 わ れ る(Er-blitzen)事 態 の端 的で は なか ろ うか と思わ れ る。 ハ イデ ッガ ー

は この端 的 に対 して 次 の様 に言 う。 「そ れ は ど こまで もただ 活動(nurSpiel)で あ る。 即 ち最
ロ ロ

高 最 深 な る こ と で あ る。 しか し この た だ(nur)は 一 切(Alles)で あ り一(dasEine)に し

て 唯 一(Einzige)な る こ と で あ る 」(SG188)と 。
の 　 コ 　 ロ 　 ロ の 　 　 　 　

しかし性起に関して何かが言われるにしても、ハイデッガーの謂 う歴史的世界的命運の到来と
ロ 　 　 　 　

しての転回の性起に関しては、 「もし組立が有の一つの本質命運 自身であるとするなら、有の本

質現成の仕方の中での一つとして組立は変転するであろうことを我々は推察(vermuten)し てさ

しつかえないであろう」(TK37)と いう境位から語られているのであり、転回という或る他の命

運がたとえ既に到来しつつあるとしても、しかしその到来は遥かな到来として未だ 「騎」であり

「騎」への省察から語られているのであるから、この事に関して何か決定的な断定を下すことは
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で き な い 。 しか し 「騎 は 覆 蔵 せ る 照 光 の 証(dieBezeugungdesverborgenen:Leuchtens)で
ロ ロ ロ 　

あ る 。」(HW104)「 お そ ら く(vermutlich)こ の 転 回 は 性 起 す るで あ ろ う。」(TK40)こ の

一 事 へ と 只 管 ハ イ デ ッガ ー は 予 感 しつ つ(ahnend)思 い を 潜 め て い る の で あ る
。 「技 術 の 本 質 」

即 ち 「転 回 の 到 来 の 前 以 っ て 投 げ られ た 賂 」 へ の 省 察 は 其 処 へ と通 じて い る の で あ る。

ま こ と に ヘ ル ダ ー リ ンの 未 完 の 讃 歌(第 一 稿)「Mhemosyne」 の 一 節 に 歌 う が 如 くで あ る。

Alsowendetessich

Mitdiesen.Langist

DieZeit,esereignetsichaber

DasWahre.

「… … か くて こ と は 転 ず る こ の 者 達(Sterblichen)と と も に 。 時 は 長 く、 しか し そ れ 、 真 、

は 性 起 す 。 」 と。

〔註 〕

註 ①:総 じてハ イ デ ッガ ーの歩 む道 はヘ ル ダ ー リ ンの讃 歌 「Derlster」 に歌 うイス タ ー(ド ー ナ ウ)の

流 れ(Strom)の 如 く、静 寂 を 内に潜 め る忍 耐強 い趣 きを湛 え て お り、 遍歴(Wanderschaft)の 内

に あ って万物 の麗 し く(schb'n)住 ま う場(Ortschaft)、 故郷(He孟mat)を 開い て行 く道 で あ る。

註 ②:こ うい う経験 が ハ イデ ッガ ーの思 索 を強 勒 に動 か して い るの であ り、 「有 の忘 却」 と彼が 言 う場合 で
の コ

も 「襲 う」 と して の 「有」 が何 故 「襲 う」 と して経験 され ない の か とい うことの深 い驚 きの経 験 か ら

言 われ て い る。 その 由来 の究 明が 彼 の思 索 の歩 ん だ全 行 程 で あ った と も言 え る。 そ の由来 は遂 にEre

ignisの 根 本趨 性Enteignisの 内 に求 め られ て い く。

註 ③:こ の 「(etwas)insEigenebringenundimEreignisbehalt」(ZS45)がEreignis

の基 本 的意 味 で あ る。

註 ④ ニニ ー チ ェに よ って 「死 ん だ」 と宣 告 され た 神を ハ イデ ッガー は形 而 上学 的(有 論 一神 論 的)思 惟 に よ

って把握 され た 「究極 の 根拠(let・terGrund)」 「至 高 の価 値(h6chsterWert)」 と して の

神 と解 す る。(VglNI321f)

註 ⑤:Ott・P6ggelerに よ るハ イデ ッガーの 未公 刊 の 「Beit甫gezurPhil・s・phie」 か らの 引用 文

の 中でderletzteGottと い う ことが言 わ れて い る。 そ こで は 「性 一起(Er-eignis)は … …

derlet・teG・ttが そ の中 に 自己 自身 を捕 え る網(Netz)で あ る」 とい う謎 のよ うな 言葉 が 記

されて い る。(Vg1,0ttoPδggeler「DerDenkwegMartinHeideggers」S.264)
　 の コ ロ コ の ロ 　 コ

註⑥:(}le-ste11は 不 覆蔵 態 の或 る一 定 の(einebestimmte)開 き方 、 即 ち現代 世界 に於 ける 「露 現

の仕 方(dieWeisedesEntbergens)」 で あ り、 それ故Ge-stellへ の省 察 はそれ 自身所 謂

「技 術 的 な る もの(Techn孟sches)」 へ の省 察 で はな く(VglVA28)、 ハ イデ ッガー の思 索の 道
ロ ロ コ

を 終 始 一 貫 す る 「真 性 へ の 問 」 か ら 「(今)何 が(真 に)有 る か の 内 へ の 観 入(Einblickindas

wasist)」 と して 現 じて き たBesinnungで あ る 。

〔引用 著 作 略 号 〕

SuZ:SeinundZeit

G'P:GrundproblemederPh5nomenologie(GesamtausgabeBand24)

WM:WasistMetaphysik?5.Auflage

KM:KantunddasProblemderMetaphysik
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